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○医学部進学を志望する中高生を対象とした事業の概要について 
 
青森県（健康福祉部医療薬務課・教育庁学校教育課）では深刻な医師不足の解消のた

め、「良医」を育む地域づくりに向けて様々な取組を行っており、その中で、医師を目指

す高校生の段階の施策として、平成１７年度から県内高校生を対象とした「医療施設見

学会」や「職業ガイダンス」を実施してきたところである。 
２１年度からは「未来のドクターはぐくみ事業」として、これまで行ってきた取組の

一層の充実を図っている。「医療施設見学会」は新たに「医療・医師とのふれあい体験」

として、施設見学だけでなく医療体験も盛り込むプログラムを設定した。「職業ガイダン

ス」は対象を中学生まで拡大し、「中高生のためのヒポクラテス・ガイダンス」として実

施した。またホームページ「応援します！未来のドクター～夢チャレあおもり～」での

事業紹介、地元弘前大学医学部オープンキャンパスでの県職員による説明も行っている。 
また、教育庁では、難関である医学部受験突破のため、１９年度に「夢実現チャレン

ジプラン～実力養成セミナー～」において医学科コースを設置した。２０年度からは実

力養成セミナーに代わり「医師を志す高校生のためのメディカル・サポート推進事業」

をスタートさせ、学習プログラムの充実を図っている。 
さらに、２１年度から弘前大学医学部附属病院外科主催の「高校生「外科手術体験セ

ミナー」」がスタートし、県教育委員会が後援、県が共催しているところである。 
なお、平成２２年３月の青森県内高校出身の医学部医学科合格者数は７６名、うち弘

前大学医学部医学科合格者数４６名であり、事業実施前の平成１７年３月（４５名、う

ち弘前大学２４名）に比べ飛躍的に増加しており、本事業が一定の効果を上げていると

考えられる。 
 
（医療・医師とのふれあい体験） 

県内 4地域において、2日間で中核病院とへき地診療所等の両方を見学・体験できるプログラムを

設定。高校生全学年を対象とし、延べ 117人が参加。実際の手術現場の見学や、心肺蘇生法や心肺測
定などの医療体験が特に人気が高かった。また初めて地域医療に触れたという生徒も多く、「都市部

とへき地等の医療機関の両方に行けて参考になった。貴重な体験ができた」という声が多く聞かれ、

殆ど全ての生徒が「医師になりたいという思いを強くした」と述べている。（詳細は P３～） 

（中高生のためのヒポクラテス・ガイダンス（現役医師講演会）） 
青森市内において実施。中学生・高校生の全学年を対象とし、県内全域から約 70 人が参加。県職
員による県内の医療状況説明ののち、全国的に活躍している２名の現役医師の講演を行った。講演は

大変好評で、参加した殆ど全ての生徒が「医師になりたいという思いを強くした」と述べている。ま

た今回初参加となる中学生にとっては、同じ志を持つ高校生の先輩達と同席したことが良い刺激とな

り、目標が具体化されてやる気の向上に繋がった様子がうかがえた。（詳細は P２９～） 
（高校生「外科手術体験セミナー」） 
   弘前大学医学部附属病院外科主催の事業。同大学消化器外科学講座 袴田健一教授を中心とした医

師等による指導の下に、高校生が外科医に扮して模擬手術体験をする。セミナーの「医師や医療職に

興味を持ってほしい」という趣旨に賛同し、県教育委員会が第１回から後援、県は第２回から共催し

ている。第１回は６月に青森高校で、第２回は１１月に八戸高校で、会場周辺地域高校生を対象に実
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施された。第１回は約７０名が、第２回は約８０名が参加した。（詳細は P３９～） 

（医師を志す高校生のためのメディカル・サポート推進事業） 
教育庁において実施。県内３つの拠点校が中心となり、早い段階から生徒の意識啓発を継続的に行い、医

学科進学を目指す高校生の実力養成と教員の指導力向上等を図るため、県外から大手予備校の講師を招聘

し、独自のプログラムを策定・レベルアップを図った。 

なお、平成 17年度から 19年度までは「夢実現チャレンジセミナー」を行い、１９年度には、医学
科コースを設置したところである。県内の３００人以上の高校生が受講。同じ志を持つ仲間が一堂に

会し、切磋琢磨の中にも互いを理解し交流を深め、より一層高い志を抱いた様子がうかがえた。（詳

細は P４９～） 
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＜平成２１年度 医療・医師とのふれあい体験事業開催要項＞ 
 

１ 目  的 
医師を目指す高校生が医師の職業的な魅力を知り、地域医療に対する理解を

深めるとともに、医師に求められる高い倫理観や使命感を学ぶ事を目的とする。

本事業により気概と目的意識を持った医学部志願者を養成し、将来の医学部入

学者数増を図る。 

 

２ 主  催  
青森県（健康福祉部医療薬務課）・青森県教育委員会（教育庁学校教育課） 

 

３ 期    日 
平成２１年８月１９日（水）～２０日（木） の２日間［宿泊なし］ 

 

４ 参 加 者 
医学部医学科を志望する県内高校生 

 
５  地域と訪問医療機関 
２日間で、最新設備を備えた自治体病院等及びへき地医療機関（又はへき地

を抱える医療機関）を訪問し、施設見学・医療体験・医師との交流等を行う。 
対象校の 

所在地 
月 日 医療機関 時 間 参加者数 

8/19(水) 青森市民病院 14：00～17：00 １６名 

青森地域 
8/20(木) 

五所川原市国民健康保険 
市浦医科診療所 

13：00～15：00 １３名 

8/19(水) 
国民健康保険五所川原市立

西北中央病院 
14：00～16：00 ２０名 

津軽・西北五 

地域 
8/20(木) 

外ケ浜町国民健康保険 
外ケ浜中央病院 

13：30～15：30 １８名 

8/19(水) 
田子町国民健康保険 
田子診療所 

14：00～15：30 １９名 八戸・上十三 

地域 
8/20(木) 十和田市立中央病院 14：00～16：00 １９名 

8/19(水) むつ総合病院 14：00～15：50 ６名 

下北地域 
8/20(木) 

国民健康保険大間病院 
(福浦診療所(佐井村)訪問
を含む) 

12：10～17：20 ６名 

 のべ１１７名 
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＜医療・医師とのふれあい体験 各訪問医療機関別概要＞ 
 
 

青森地域高校生の体験①：青森市民病院  

参加者１６名 

 
１ 挨拶、講演 
・畑山副院長による挨拶 
・生徒一人ひとりの自己紹介及び希望診療科発表 
・畑山副院長によるスライドを使っての講演 
 
２ 施設見学と医療体験 
２班に分かれ、以下のとおり実施。 
【施設見学】 
・院長室にて院長から一言メッセージ 
・医局見学 
・ＮＩＣＵ見学 
・手術室見学（手術中の状態を執刀医師の間近で見学し、摘出臓器について 
説明を受ける） 
【医療体験――心肺蘇生法】 
 ・胸骨圧迫とＡＥＤ使用について体験 

 
３ 感想発表 
 生徒全員が順番に感想を発表し、畑山副院長がコメント。 
 

 
 （畑山副院長を囲んで記念撮影） 
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（青森地域高校生の体験①：青森市民病院） 

（手術見学） 

（NICU前にて） 

（心肺蘇生法体験） 
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＜参加生徒の声＞ 
 まず、畑山先生のお話を聴き、医師という仕事についてや現在の医療について知ることができ、参考になりまし

た。今まで見たことのなかった手術室や新生児室を見ることができ、医師になりたいという気持ちが高まりました。

病院の皆さんがとても温かい雰囲気で、たくさん学ぶことができました。 

 お話を聞くだけでなく、AEDの実習、手術室など施設の見学など貴重な体験をすることができ、とても有意義なも

のでした。特に手術室の雰囲気は音楽がかかっていたり、和やかだったりと驚きの連続でした。畑山副院長をは

じめとする医師や看護師の皆さん、本当に素敵な方ばかりで楽しかったです。 

 実際に手術しているところを見ることが出来て、凄く感動しました。特に、癌のできている胃を見せてもらったの

が印象に残っています。また、手術室の雰囲気が和やかで驚きました。 

 市民病院で普段見ることの出来ない手術室・NICU などに入ることができ、とても貴重な体験でした。畑山先生の

お話で、医師の仕事の素晴らしさや社会的責任について詳しく知ることができ、とても勉強になりました。 

 手術をしている現場を見ることができ、本当に感動しました。医師の仕事が本当にかっこいいと思えました。新生

児たちにも会え、心があたたかくなりました。生まれたばかりの赤ちゃんを抱けたのも嬉しかったです。 

 病院内の深いところや裏側を見学できたという貴重なものだったと同時に、直に医師の意見を聞くことができて、

とても有意義だった。 

 実際に手術現場を見たことがすごく印象的で、外科医の人たちを見て、この人たちと同じように外科の仕事をし

たいと思いました。 

 ものすごく厳かに医療行為を行っていると思ったのに、皆明るく楽しそうで意外だった。普段見られない所を見ら

れて、心肺蘇生法も覚えられて、すごくためになったし、医師になろうという気がますます上がったのですごく良か

ったです。 

 初めて目の前で手術を見て、手術の印象が今までと変わった。畑山先生のお話を聞いて、今まで以上に医者に

なりたいと思ったし、脳外科への興味も深まった。AED も丁寧に教えてくれて、本当に良い体験だった。 

 手術の様子や、医師がどのようなことをしているのか、現在の医療についてなどを知れて医師になりたいという

気持ちが強まりました。 

 初めは医療の現場だから病院内はどこも緊迫した雰囲気だと思っていました。しかし、病院内では看護師さんた

ちが笑顔で話していたり、医師の皆さんも明るい人が多く驚きました。畑山先生のお話を聞いて、医師としての責

任の重さと医師の仕事の魅力が分かり、良い体験になりました。 

 普段見ることのできない手術室に入ることができて、とてもいい体験になりました。この体験で、より外科医にな

りたいという気持ちが強くなりました。 

 普段は見ることのできない手術などの舞台裏が見られたからいい経験になった。心肺蘇生法も教えてもらった

ので今からでも人を助けられるかもしれないのでよかった。ますます医師になりたいと思った。 

 とても有意義な一日を過ごせたと思います。一番印象に残っているのは新生児室の見学です。実際に赤ちゃん

を抱かせてもらうことができて、命の大切さについて改めて感じることができました。普段は見られない手術室にも

入らせてもらうことができて、とても勉強になりました。 

（青森地域高校生の体験①：青森市民病院） 
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青森地域高校生の体験②：五所川原市立国民健康保険市浦医科診療所  

参加者１３名 
 
１ 挨拶、概要説明 
 ・岩村所長による挨拶、生徒たちへのメッセージ 
・診療所の概要説明 

 
２ 質疑応答（Ａ：岩村所長） 
Ｑ 受験勉強はいつ頃からしていたか。 
Ａ 高校 3年に入ってから。  
Ｑ 診療所のスタッフは何名か。 
Ａ 住民３千人に対して医師 1名。 
Ｑ 急患や夜の勤務が多いのか。  
Ａ 自宅が診療所のすぐ近くにあるので、いつでも対応できる。外出するときもある。  
Ｑ やりがいを感じるときは、どういう時か。  
Ａ 訪問診療をして、患者の最後を看取り、家族に感謝されたとき。  
Ｑ 医師になったきっかけは。  
Ａ 両親が教師であり、親と同じ職業には就きたくなかった。親戚に医者がいて、いい 
なあ、と思った。  

Ｑ どうしてこういうへき地に勤務したのか。  
Ａ 自治医大に入ったので、必然的にへき地に来ざるを得なかった。長くやっていると、 
病院の勤務医師として、やりたいとは思わなくなった。  

Ｑ へき地の診療所で働く医師にとって大事なことは。  
Ａ 医者は患者に対して、立場的には強いが、そういう視点ではなく、患者の目線で見 
る、協調性を持つこと。  

 
３ 施設見学と医療体験 
 ３班に分かれ、施設見学及び以下の体験を実施。 
・ウォーターベッド体験 
・温熱療法（マイクロタイザー）体験 
・超音波（エコー）検査体験 

 
（院内見学の様子） 




